
【　原発性肝がん、転移性肝がん　】

患者さん用

お名前： 主治医： 担当看護師：

月日 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／

入院当日 入院３日目 入院４日目 入院５日目 入院６日目 入院７日目 入院８日目

項目　　　　　　　　　 検査前日 治療当日(治療前) 治療当日(治療後) 治療後1日目 治療後2日目 治療後3日目 治療後4日目 治療後5日目 退院日

達成目標

・治療について理解できる。
・心配事・不安を軽減できる。
・37℃以上の発熱がない。

・傷口の出血がない。
・38℃以上の発熱がない。
・腹痛がない。
・吐き気・嘔吐がなく食事ができる。 ・退院後の生活をイ

メージ出来る。

治療・薬剤
(点滴・内服)

・処置
・リハビリ

・朝から点滴が開始となります。
・検温をします。
・昼分の薬は中止となります。夕分
から再開してください。

・治療中、眠くなるお薬と痛み止め
の点滴を行ないます。
・術後、定期的に検温を行います。

・傷口の確認をします。
・１日３回検温します。
・点滴終了後、針を抜きま
す。

・1日2回検温します。 ・1日1回検温します。

検査

・採血・心電図・レントゲン ・採血・レントゲン ・治療後の確認の為、検査
が入る事があります。その際
は、医師・看護師から説明が
あります。

・採血

活動・安静度

・特に制限はありません。 ・特に制限はありません。 ・３時間のベッド上安静です。（起き
上がることや座ることは出来ませ
ん。）
・３時間後に医師が診察し、安静解
除を行います。その後から、翌朝ま
でトイレ歩行のみ可能となります。

・特に制限はありません。

食事

・治療食がでます。
間食は控えてください。

・朝食は少なめの食事になります。
その後、食事・水分の摂取は出来
ません。

・水分は治療終了後から飲むことが
できます。
・食事は３時間後より食べることが
出来ます。

・治療食がでます。
・間食は控えてください。

清潔
・入浴・シャワー浴が可能です。 ・入浴・シャワー浴が出来ません。 ・３時間後から体を拭くことが出来ま

す。
・シャワー浴が出来ます。 ・入浴が出来ます。

排泄

・特に制限はありません。 ・治療前にトイレに行ってください。 ・３時間後まではベッド上で尿便器
に排泄します。その後から、翌朝ま
でトイレ歩行のみ可能となります。

・特に制限はありません。

患者様及びご
家族への説明
栄養指導
服薬指導

・入院のオリエンテーション・治療
の経過について説明致します。
・持参薬を薬剤師にお見せくださ
い。
・承諾書を看護師にお渡しくださ
い。
・レンタル着(上下タイプ)を1枚用
意してください。

・初回のトイレ歩行は、看護師が付
き添いますので、ナースコールを押
してください。

・退院後の注意事項
について説明がありま
す。

東邦大学医療センター大森病院
修正日：H28.11.12

御質問やご不明な点がありましたら、医師又は看護師にお伝えください。

予定はお身体の状態や検査の状況で変更となる場合がございます。ご了承ください。

肝がんには大きく分けて原発性肝がんと転移性肝がんの2種類があります。原発性肝がんは主に肝細胞がんといって肝臓の細胞から発生するがんのことです。このがんは、ウイルスなどの原因で慢性肝炎や肝硬
変になり機能が低下した肝臓から発生することが多いため、手術で治療できる症例も限られます。また、高齢であることや他に持病があること、希望されないなどの理由により、切除手術できない患者さんも
数多くいらっしゃいます。そのような患者さんに対して、当院では、低侵襲治療（体への負担が少ない治療）である経皮的局所療法、経カテーテル肝動脈化学塞栓療法（TACE）やリザーバー肝動注化学療法、
全身化学療法、放射線療法等を行っています。患者さんの病状によって治療法が異なりますが、安全性と効果、肝機能への影響、再治療の容易さなどの点から経皮的局所療法である経皮的ラジオ波焼灼術
（radiofrequency ablation ; RFA）が主流になっています。また、転移性肝がんでも切除手術や化学療法の適応のない患者さんや効果がない患者さんをRFAで治療しています。RFAは、超音波検査装置で確認し
ながら肝臓の腫瘍内に直径1.5mmの電極針を挿入し、電極周囲を高周波（ラジオ派）で誘電加熱して、がんを凝固壊死させる治療法です。1回の焼灼で径約2～3cmまでの範囲を予想どおりに壊死させることがで
きます。当科では1999年から年間約100～150例の患者さんをRFAで治療しており良好な治療成績が得られています。ラジオ波焼灼術を受ける患者さんはこのような入院生活を送ります。

ラジオ波焼灼術を受ける患者さんへ

入院2日目


